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　日頃から千葉歯科医療センターをご支援いただき、ありがとうございます。また、規模と人員の

縮小に伴い、先生方と患者様にご不便をおかけしていることをお詫びいたします。

　 いよいよ本年2月から、新しい千葉歯科医療センターの建設が始まりました。来年の早い時期に、

40ユニットを有する新しい診療所に生まれ変わる予定です。規模は小さくなりますが、大学附属

医療機関ならではの診療を行って参ります。口腔外科に関しては、昨年1年間だけでも、従来は千

葉病院・歯科医療センターで行っていた300例以上の顎変形症や悪性腫瘍などの手術を市川総合

病院で行いました。一方、埋伏歯抜歯を中心とした小手術は引き続き千葉歯科医療センターで担

当いたします。昨年は、障害者の歯科治療や小手術のための日帰り全身麻酔を20 0例以上、静脈

内鎮静法を約2500例実施し、今後もこの体制を維持します。顎変形症の矯正治療も市川総合病院

との 連 携のもと従 来どおりの 体 制で行います。

セ ン タ ー 長　　一 戸  達 也

「 新 し い 千 葉 歯 科 医 療 セ ン タ ー の 建 設 が 始 ま り ま し た 。」

医 療 連 携 委 員 長 就 任 の ご 挨 拶 医療連携委員長　　杉 山  哲 也

　平素より千葉歯科医療センターに対し、ご支援、ご協力をいただきまして大変ありがとうござい

ます。定年退職された柴原前委員長の後任として、本年度から医療連携委員長に就きました摂食嚥

下リハビリテーション科の杉山哲也と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

 さて千葉歯科医療センターは、大学の水道橋移転以降、病院からセンターさらには無床診療所と

形を変えてまいりましたが、いよいよ来年には現在建築中の新しいセンターに移転いたします。新

センターでは各科の医局員がワンフロアーで診療することになります。スペース的には手狭になり

ますが、各分野の専門家の横の連携が取り易くなることは、患者様にとってはメリットであると思

います。チェアー減少への対応としては、今年度中にシミュレーションを行い、各科の診療の特性

をふまえたうえで効率良く診療を進めていけるようにする予定です。

　これまで先生方からご紹介の多かった口腔外科、麻酔科、小児歯科、保存科等の難症例に関して

は、口腔外科の手術症例は市川総合病院と連携し、鎮静や全身麻酔症例は関連各科の医局員が協力して対応し、新センターで

も何とかご要望に応えられる体制ができてきております。

　これからの千葉歯科医療センターは、これまでとは違った形で地域の先生方とより密接な連携を取っていくことになると

思います。効果的で有意義な連携が取れるようになるまでには多少時間がかかるとは思いますが、先生方のご指導とご協力

をいただきながら、千葉歯科医療センターならではの連携体制を構築していければと考えております。何卒よろしくお願い

いたします。

その他の診 療も従 来どおりに実 施いたしますので、これまでと同様に千

葉歯科医療センターに患者様をご紹介いただきますようお願いいたしま

す。一方、先生方のご理解とご協力をいただき、紹介状を持たずに受診さ

れた患者様は、地域の先生方への 逆紹介をさせていただいており、こち

らも順調に運用されています。

 千 葉 歯 科 医 療 センター は 継 続して 地 域 歯 科 医 療 に 貢 献して 参 りま

す。先 生 方の 変わらぬご 支 援とご 理 解をよろしくお 願いいたします。 〈 新千葉 歯 科 医 療センター診 療 室予 想 図 〉



保 存 科 か ら

口 腔 外 科 か ら

放 射 線 科 か ら

医療連携協議会メンバー　 【委員長】杉山哲也　　【顧問】一戸達也　 【千葉歯科医療センター委員】荒井亮、色川大輔、大神浩一郎、 川口潤、小林友忠、
新行内恵、 杉山節子、 野嶋邦彦、 野田克幸、林祥太、 森川貴迪、和光衛　【学外委員】板谷賢二、  鷺二郎、 砂川稔、 髙　秀文、立山浩一郎、常葉信也、 
堀川早苗、本間敬和 (五十音順)

　2020年４月より施設の縮小に伴い担当医は歯内療法２名、歯周療法３名の計５名での診療体制になります。紹介状による診

療依頼は、電話予約にて承っております。

　保存科にて専門的に行っている処置内容の詳細は、ホームページに記載されております。患者様をお待たせしないようスムー

ズに診療を行っていくために、紹介状の内容は歯内療法、歯周療法宛で、これまでの経緯や処置内容を記載の上、依頼して頂き

ますようお願いいたします。

　応急的な処置に関して、紹介医にて対応して頂くことがございますがご了承ください。また、各診療科における処置終了後の

補綴治療、及びメインテナンスは、紹介医にて行って頂きたく存じます。

　2019年4月より無床診療所となりましたが、外来や日帰り全身麻酔で可能な処置は当センターで診療を行っております。入院

加療が必要な患者様におかれましては、昨年度と同様に、本学附属市川総合病院での加療を行って参ります。また、手術等の際に

は、当センター担当医が対応します。

　完全予約制とさせて頂いておりますので、ご紹介の際には、口腔外科宛の紹介状をご用意下さい。患者様より口腔外科受付に

ご連絡頂き、ご予約を取って頂くようお願いいたします。

　当センターでは、緊急事態宣言期間中（４月８日から５月６日まで）は、診療規模を縮小し、急患（外傷・急性炎症等）の対

応を除き、原則、一般診療を行わないこととさせていただきました。急患対応時間等は以下のとおりです。

　ご迷惑をおかけいたしますがご理解賜りますようよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　・急　患　対　応　時　間　　　：９:00～13:00　　（第２土曜日、日曜日、祝日は除く）　

　　　　　　　　・急患を紹介される場合の連絡先：043-270-3279（医療連携室）

　これまで他院よりのご紹介で随時受付けておりました頭部エックス線規格撮影（セファログラフィ）を、2020年4月より土曜
日を除く診療時間内完全予約制とさせて頂くことになりました。

　予約受付時間：9:00～17:30（土曜日は9:00～12:00）予約可能時間：9:00～16:30（土曜日は除く）　

新型コロナウイルス緊急事態宣言に伴う診療規模の縮小について

紹介患者様予約状況等について

診療科からのお知らせ

診療科名☎ ０４３－２７０－( 内線番号 ) 予約状況・その他

保存科（３９０４）
約４ヶ月先のご予約となります。
今後、担当医の減少に伴い、さらに予約待ちの期間が延長される可能性があります。

補綴科（３９０５） 現在、水道橋病院へのご紹介とさせていただいております。

総合診療科（３８３０） 臨床研修歯科医の臨床研修の場とさせていただいておりますので、基本的にはご紹介は受けておりません。

口腔外科（３９０１）
約２ヶ月先のご予約となります。
がん、急性炎症、骨折等の緊急性を要する場合には、早急に対応しておりますので、紹介医からご連絡をお願いいたします。

歯科麻酔科（３９０２）
約２週間から１ヶ月先のご予約となります。
原則として、初回の来院は、診察および応急処置のみとなります。（その後の予約についても、同様の期間となります）

放射線科（３９０７）
ご予約はお待たせすることなくおとりできます。
CT・セファログラフィは完全予約制のため、ご予約がない場合には撮影ができないこともありますのでご注意ください。

矯正歯科（３９０３）
ご予約はお待たせすることなくおとりできます。
事前予約をされると受診がスムーズです。基本的には、初診受付時間は月～土曜日9時～11時までとなっております。

小児歯科（３９０６）
初診のご予約は通常通り可能ですが、症状がない場合は担当医のご予約が１ヶ月程度先になる場合があります。
また炎症や外傷など緊急性を要する場合には、早急に対応しておりますので、ご連絡お願いいたします。

口腔インプラント科（３６５３） 約１～２週間先のご予約となります。

摂食嚥下リハ科（３５５５） 遅くとも約２～３週間先にはご予約が可能です。

内 科（３９２２）
４月より火曜日の午前中が休診となりました。
急な休診の場合もございますので、来院の前に内科までお問い合わせください。
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◎以下の内容は通常の診療 体制に戻り次第とさせていただきます


